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中国における外来語の受容
─「外来文化の受容と変容」研究の一環として
The Recipience of Loanwords in Chinese：Part of the Research on
“the Recipience and Transformation of Foreign Cultures”
汪 婷*
WANG Ting
Abstract
Unexpectedly, there is not much research on loanwords in Chinese. The references which this
paper has quoted and introduced are the standard and basic materials to be used by those who want
to pursue the problem of loanwords in Chinese. This paper shows there are more loanwords in
Chinese than expected. Also, Japan is the source of many Chinese words. These words have
intoduced modern Western concepts in China. However, most Chinese are unaware of the foreign
source of these words.
キーワード：外来語，外来詞，受容，和製漢語，訳語，留学生
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はじめに
外来文化を最も顕著に集約的に表わしているものは外来語である。外来語の導入こそ
外来文化の直接の受容であり、またその捉え方に変化があれば、それはとりも直さず、外
来文化の変容(少なくともその一部)だということになる。その外来語が中国においてどの
ように受け入れられてきたか、また現に受け入れられているかをみることは、外来文化の
受容にとって欠かすことのできない問題である。そこで小論では「外来文化の受容と変容」
研究の一環として、中国における外来語を全般的に概観し、その上でその多様性を分析し
て見たい。
外来語とは、外国の言語が文化の一部として、その言語の語彙体系の中に入ったもの
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である。外来語の存在は各言語の語彙に存在する一般的な現象である。世界における重要
な各言語はいずれもその語彙の中に多くの外来語を包含している。日本語は表記文字とし
て、漢字以外にひらがな、カタカナを有するため、外来語の語彙を原語に近いカタカナ表
記にして日本語に取り入れることが容易である。一方、漢字を唯一の表記文字とする中国
語は、外来語を表記する場合にも当然、すべて漢字を用いる。そして、発信文化の中国で
は、外国文化に同化されないで、逆に外国の文化を自国のものに同化させることを外来文
化に対する基本的な姿勢としている。インド仏教を中国仏教に変容させたのもその伝統思
想に基づくものであり、外国語に対しても自国の言葉に翻訳して、中国語の訳名として用
いる習慣が強く、中国では外来語に対する認識があまり強くなく、その認定は思ったより
難しいものである。
今回の調査研究で解ったことだが、中国語における外来語の本格的な研究というのは
案外に少ないということである。その中で 1958 年に中国で出版された高名凱、劉正埮に
よる『現代漢語外来詞研究』1)（現代中国語における外来語研究）は、中国の研究者によ
る初めての本格的な外来語の研究であり、言わば、「中国人が認めた中国語における外来
語」の研究でもある。その後、高名凱、劉正埮に史有為が加わってこの 3 名による本格
的な外来語辞典『漢語外来詞詞典』2)が 1984 年に出版された。そしてこの辞典作成に加わ
った史有為による外来語研究書『漢語外来詞』3)）が出版されたのは 2000 年になってから
である。この小論でも勿論、こちらの研究と資料を参照するが、私たちの世代からみると
そこで取り上げられている事例は相当古典的である。従って、小論では近年の若い世代の
感覚である程度、捉え直してみたいと思う。
これら以外にも勿論、外来語に関する論文や特定のものを対象とした研究書はあるが、
総合的なものとしては、上記のものを越えるものには出くわさなかった。従って、小論で
取り上げる文献(の全体)は、今後中国語における外来語を本格的に研究していこうという
人が参照すべきものをかなりカバーしていると言ってよいと思う。著者の視点は外来語の
研究そのものにあるのではなく、「中国における外来文化の受容と変容、或いは相克」と
いうテーマの一環として中国における外来語についても一通りの考え方を確立しておきた
いというところにあった。従って、外来語の本格的な研究のための準備ではないのだが、
結果的に小論で取り上げた参考文献は、今後の外来語研究の基礎資料になるものになった。
１．外来語の分類とその語例
先ず「外来語」という言葉だが，この言葉自身 20 世紀の初め日本から入ってきたもの
で，それ以前は「訳語」「訳詞」「外国語」などと呼ばれていた 4)．またその後「外来語」
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と共に中国語では、「借詞」、「外来詞」という言葉も使われてきたが、現在ではほぼ「外
来詞」に統一されている。次に、先述した文献の分類を参考にして、中国語における外来
語の受容パターンを紹介する。大きく三つに分けられて、A.音訳、B.意訳、C.混訳(音
訳と意訳を併用する）、の三つである。
A．音訳： 音声に基づいて、原音と似た音を持つ漢字を当てるやり方であり、中国語
の外来語の中で最も多く、よく使われている。音訳傾向が強いものには、医学、人名・地
名、貨幣、楽器、単位、機械、ダンス、音楽、火薬、薬剤、スポーツがある。中でも、人
名と貨幣は音訳語が約 90 ％を占めているので、特に音訳傾向が強いと言える 5)。ここで、
音訳の語例を挙げてみよう。
沙発（Shā Fā） Sofa 、ソファー
珈琲（Kā Fēi） Coffee 、コーヒー
迪斯科（Dí Sī Kē） Disco 、ディスコ
肯徳基（Kěn Dé Jī） Kentucky 、ケンタッキー
巧克力（Qiăo Kè Lì） Chocolate 、チョコレート
B．意訳： 意味を重視する場合の訳し方である。その語例は次の通り。
足球（Zú Qiú） Soccer 、サッカー
電視（Diàn Shì） Television 、テレビ
電梯（Diàn Tī） Elevator 、エレベータ
超人（Chāo Rén） Superman 、スーパーマン
随身聴（Suí Shēn Tīng） Walkman 、ウォークマン
C．混訳： 発音と意味を両方重視する場合の訳し方である。中国語の外来語の中で、
最も特徴があり、面白いものである。特に商品のブランド名にはよく使われている。この
やり方で外来語を表現するには、二つの手順が必要となる。
① 外来語に近い音をもつ漢字を当てる。
② それと同時に漢字の意味を外来語の意味に近づけて、それにふさわしい漢字を使う
ようにする。しかし、表音と表意の両方ができる適訳はなかなか難しい。
日本語は普通外来語をカタカナで表記し、そのまま音訳するのが多いのに対して、中
国語は音訳語より翻訳語をよく使うのが一般的である。中国語の漢字が表意文字で、外来
語を吸収する時それぞれの意味を的確に把握して、漢字の原意から実体を類推、理解し得
るように工夫される。外来語をざっと見ると言葉の問題のようだが、裏には文化的なもの
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があることが混訳からよく分かると思う。ここで、中国語に混訳された外来語のごく一部
代表なものを紹介する。
奔馳（Bēn Chí） Benz 、ベンツ
維他命（Wéi Tā Mìng) Vitamin 、ビタミン
保齢球（Băo Líng Qiú） Boring 、ボーリング
可口可楽（Kě Kŏu Kě Lè） Coca Cola 、コカコーラ
百事可楽（Băi Shì Kě Lè） Pepsi Cola 、ペプシコーラ
上記の語例を順番に説明すると、まず、世界中で人気のドイツ車「ベンツ」、中国語で
「奔馳」と呼ばれる。発音は「ベン・チー」(Bēn Chí)。奔走の「奔」ははしる、御馳走
の「馳」もはしるという意味である。速く奔れる車はベンツだという意味合いがある。
英語の Vitamin は中国語で訳すと「維他命」である。発音は「ウィーターミン」(Wéi Tā
Mìng)。これも発音だけが似ているのではなくて、意味もある。「彼の命を維持する」と
解釈されている。中国の「維他命」に対して、日本のビタミンは発音だけ似ているが意味
がない。この点で比較してみると、日本人はぜんぜんこだわっていない。外国のものはす
んなりと発音を真似て取り入れるだけだ。
ボーリングというスポーツは中国でもすごく人気がある。訳名は中国語で「保齢球」
である。中国語の発音は「バォ・リン・チュウ」(Băo Líng Qiú)であるが、「チュウ」は
球、つまり、ボールの意味、別に特別な意味合いはないが(これについては後述)、前の二
文字には意味がある。「バォ・リン」とボーリング、発音はかなり似ている。しかし、発
音だけではなくて、中国語のその二文字には意味がある。「年齢を保つ」という意味であ
る。ボーリングをしたら年齢を保つことができる、長生きができる。長生きしたいならボ
ーリングをしなさいという意味合いが出てくる。
続いて、日本でも中国でも大変人気があるアメリカの清涼飲料水 Coca Cola は、日本語
では、それは「コカコーラ」と呼ばれ、中国語では、「可口可楽」と呼ばれる。中国語の
発音は「クゥ・コゥ・クゥ・ラ」（Kě Kŏu Kě Lè）である。Coca Cola という英語から考
えてみると、日本語の「コカコーラ」という日本語には意味がないが、中国の「可口可楽」
には意味がある。どういう意味かというと、日本の昔の訓読法でも訓読できるように、「口
にすべし、楽しむべし」である。言い換えれば、コカコーラという飲み物はおいしいから
飲んでください、飲んで楽しんでください、そういう意味合いを持っている。
最後に、Pepsi Cola（ペプシコーラ）は中国語で「百事可楽」と呼ばれている。発音は、
「べェ・シ・クゥ・ラ」（Băi Shì Kě Lè）である。何事(百事＝全ての事)も楽しむべし
という意味合いが含まれている。つまり、ペプシコーラをのんで何事も大いに楽しんでく
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ださいという意味である。
「奔馳」、「維他命」、「保齢球」、「可口可楽」、「百事可楽」のように、それぞれの意味
を的確に把握して、漢字の原意から実体を類推、理解し得るような意味があり、しかも発
音も似ている訳名を作るのはなかなか難しいものなので、外来語の中での割合は少ない。
中国語の外来語を受容するパターンは以上のような「音訳、意訳、混訳(音訳兼意訳)」の
他に、一部意訳、一部音訳、造字 6)などもある。先述した高名凱・劉正埮『現代漢語外来
詞研究』、史有為『漢語外来詞』及び鈴木義昭・王文『日本語から引ける中国語の外来語
辞典』付録には、それぞれの立場からの外来語受容パターンないし外来語の造語方式の詳
細な分類が述べられているが、今は詳しく立入らない 7)。ここでは上記 A、B、C の延長
として次の三つの場合にだけ触れておく。
D．一部音訳・一部意訳：例えばアイスクリーム(ice cream)は中国語で「冰淇林 bīng qí
lín」であるが、最初の一文字は意訳、後二文字が音訳である。唯この場合、後二文字に
「水」と関係のある文字を選んで、多少ともアイスクリームとの関係を表そうとしている。
また、「摩托車 mó tuō chē」はオートバイ(motorcycle)のことだが、前二文字が音訳で「車」
をつけて意訳したものであることはすぐに解る。更に「X 光 guāng」は X 線(X-ray)で、X
は字形そのものの借用による音訳、光は意訳である。尚、この場合 X は漢字で表すと音
訳で「愛克斯」(ài kè sī)である 8)。「安那基主義」(anarchism)、「普羅階級」(proletariat)な
どもこの分類に入り、一部音訳・一部意訳は極めて多い。
E．内容を表す一語を付加したもの：「沙丁魚 shā dīng yú」(英語の sardine、いわし)、「芭
蕾舞 bā lěi wŭ」(フランス語の ballet、バレエ)、「香檳酒 xiāng bīn jiŭ」(フランス語の
champagne、シャンパン)などは 9)、前二文字で既に音訳をすませているのに、内容が解る
ように内容を表す一語を付け加えてある。C であげた「保齢球 Băo Líng Qiú」の球もこ
れである。その他「啤酒 pí jiŭ」(英語の beer、ビール)、「霓虹灯 ní hóng dēng」(英語の neon、
ネオン)など後ろに一語を付ける例は多い。一語を「酒吧 jiŭ bā」(英語の bar、バー)など
のように頭に付けることもあるが、例は少ない。
F．偏や旁によって内容を示そうとするもの：これは表意文字である漢字独特のもの
で、音訳であっても元の単語の意味との関係を少しでも保ちたいという気持が表れたもの
である。「檸檬 níng méng」(英語の lemon、レモン)は音訳だけなら「寧蒙」でもよい訳だ
が、木偏があることによって、植物を連想させようとするものである。これは昔の「獅子」
の犭偏の付加と同じく造字であるが、特別な造字でなくても音訳の文字選びに関係のある
偏や旁のある文字を使おうとする傾向は強い。「芒果 máng guŏ」(マレー語の mango、マ
ンゴー)は全体が音訳であるが、果をつけることによって、果物であることを示し、また
「芒」はススキ、尾花であってマンゴーと直接の関係はないが、草冠があることによって、
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＜表＞ 中国語外来語の分野別による受容元
イ ロ フ ラ サン ア ペ キ モ チ マ ウ マ
ギ シ ラ テ スク ラ ル タ ン ベ ン ィ レ
リ ア ン ン リッ ブ シ イ ゴ ッ ジ グ │
ス ス ト ャ ル ト ュ ル
元の言語 英 俄 法 拉 梵 阿 波 契 蒙 藏 満 維 馬 日 他
丁 拉 斯 丹 古 吾 来 本 語
分 野 伯 爾 言 計
( 1) 政治 225 35 21 18 7 7 15 47 105 99 49 17 2 142 172 960
( 2) 軍事 77 11 2 3 5 0 0 10 18 8 7 0 0 39 22 202
( 3) 経済 214 10 13 2 3 2 1 0 3 6 0 1 6 63 17 314
( 4) 工業 486 41 8 1 1 0 3 0 5 1 0 0 2 43 8 599
( 5) 科技 645 9 7 7 3 0 0 0 1 0 0 0 0 93 2 767
( 6) 社教 122 9 2 26 20 3 0 0 4 1 0 0 0 124 10 321
( 7) 医衛 370 24 6 1 18 4 4 2 3 2 4 0 0 58 9 505
( 8) 文体 337 139 23 2 10 1 3 0 17 24 2 18 0 60 114 750
( 9) 宗教 112 6 2 7 408 63 9 1 65 43 2 12 0 9 43 782
(10) 生活 374 65 18 2 61 15 16 10 74 48 22 24 24 63 161 977
(11) 農業 14 5 0 0 1 0 0 0 15 3 0 3 0 6 14 61
(12)度量衡 59 13 39 4 6 1 0 0 0 1 0 1 1 13 11 149
(13) 自然 344 29 11 4 160 19 33 8 53 10 19 3 25 25 101 844
(14) 余類 47 5 10 11 77 2 0 6 37 10 23 6 16 144 52 446
計 3426 401 162 88 780 177 84 84 400 256 128 85 76 882 735 7704
(出所) 史有為『漢語外来詞』商務印書館,2003 年 8 月, p.162 ～ 163.
植物を連想させる仕掛けになっている。余りに名訳なので誰も外来語だとは思わず、中国
に固有の名詞だと思っているほどである。これは一見 C のようにも E のようにも受け取
れるが、厳密に言えばそうではない。分類するとするとここへ入れるのがいちばんよい 10)。
２．言語別から見た外来語の受容状況
外来語の受入れ方(ないし訳語の造語法)に続いて、中国語の外来語がどの言語からどの分野
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の語彙をどのぐらい受け入れているのかを、史有為のまとめた表 11)（史有為、前掲書）を元に検討
してみる(前ページにその＜表＞を再掲)。
これは 1984 年出版の高名凱・劉正埮・史有為『漢語外来詞詞典』に掲載されている語
彙を、受容元と分野によって分け、その数量を示したものである。この表から、英語は中
国語の外来語にとって最大の受容元であることが分かる。この辞典に収録されている 7704
語の中で、英語から入ったものは 3426 語と最も多く、それに次ぐ日本語(882 語)、サン
スクリット語(780 語)の約 4 倍である。数の面から言えば、英語が中国語外来語に与えた
影響は他の言語とは比べものにならないほど大きいと言える。また、この表によれば、も
う一つおどろくべきことが分かる。それは、日本語からの外来語、いわゆる「和製漢語」
であるが(これについては次の第三章で詳しく考察していく)、同じ漢字なので、ごく一般
の中国人には外来語と認識されないままで使われている。中国における日本語の数につい
ては、いくつかの説がある。この統計の他に、これよりずっと前の高名凱・劉正埮によ
る『現代漢語外来詞研究』(中国文字改革出版社、1958 年)の統計によれば、現代漢語に
おける外来語彙は合計 1270 語で、そのうち 458 語が日本語からのものであるということ
である 12)。王立達のほぼ同時期の論文「現代漢語における日本語からの借用語彙」の統計
では 588 語となっている 13)。また日本の漢学者実藤恵秀が、先の二つの統計を基に整理し
たところによれば、830 個という数値になっている 14)。またその後、さらに香港の学者譚
汝謙によって加えられた 233 個をあわせると 1063 語にものぼる 15)。
上海外国語大学の陳生保も(国際日本文化研究センターへ来ていたとき)、「『漢語外来
詞詞典』には 1 万余りの外来語が載っているが、それらは二千年ぐらいの間に中国に入っ
たもので、日本から入った漢語が大体千語で約1割といっても、近代の中では非常に大き
い割合を占めているし、実際に常用語として定着している」(要約)と言っている 16)。
尚、＜表＞のなかで科学用語などの多そうなドイツ(徳)が欠けているように思われる
かも知れないが、実はこの表では、総数で 70 語以上の語種名を列挙して、70 語以下の語
種名は「他語言」に入れてしまっているからである。
語彙の選択が比較的厳格である『漢語外来詞詞典』に基づいて、言語別の割合を円グ
ラフに表すと次ページの＜図＞のようになる。
３．日本から伝来した「和製漢語」
「和製漢語」という名称は微妙な語感を持つ言葉である。「漢語」の「漢」の字は中国
を表す。従って、漢語とは中国の言葉であり、中国から日本へもたらされた言葉である。
その「漢語」にも和製つまり日本で作られたものがあり、それが「和製漢語」である。現
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＜図＞ 語源の言語別の割合
(出所) 史有為,前掲表(の言語別総計欄)より作成．
在の日本では、外来の文物や概念をカタカナ表記することが多いが、江戸時代および明治
期においては、その内容を汲んで逐一忠実に漢語に置き換えることが一般的であった。こ
れらの語彙は日本で造語された「和製漢語」であり、日本の近代化に大きな役割を果たし
た。和製漢語で表された外来語が、漢字で書かれているが故に、そして漢語であるが故に、
中国語に逆輸入され、中国の近代化にも大きな役割を果たした。
(1) 中国留学生とその翻訳活動
近代中国における最初の海外留学は、清朝の渡米留学である。清朝政府は 1872 年から 76
年までの間に 120 人の少年をアメリカに長期留学生として派遣している。同時期に陸海軍
学生のヨーロッパ派遣も行われたが、これも 80 年代には停止され、これ以後 20 年近く清
朝政府は留学生派遣事業を見合わせていた。それが再び、近代化を担う人材育成のため海
外留学が提唱されるようになるのは日清戦争以後のことである。この間に、西洋列強の侵
略によって軍事力の要となる科学力の差を見せ付けられたこと、東洋の小さな島国である
日本に中国が敗北したことなど、中華思想が変化してきたのがその大きな理由である。そ
して、留学生の派遣先も欧米から日本へと変化した。1896 年 3 月末に最初の官費留学生 13
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名が送り出され、日本の富国強兵への道を学ばせたのである。その後、日本への留学者数
は、1899 年に 100 名を越え、1902 年には 700 名を越え、1903 年には 1000 名を越え、1906
年には 10000 名も越えたとされている。この急増の要因としては、日露戦争の結果と 1905
年の科挙制度の廃止が絡んでいると考えられる 17)。
この当時、胡適など欧米へ留学する学者も少なくなかったが、日本留学生の数が圧倒
的に多かった。その要因として考えられることは、先ず、「一衣帯水」という語の存在が
示すように日本が距離的に中国から近いということである。このことは交通費が安いとい
う利点もあるが、祖国の有事の際にはすぐに帰国できるという利点もあげられる。留学生
は将来の幹部候補であり、主要人物である。有事の際の帰国は官費留学生の責任でもあっ
たはずである。その後の状況を考えると、実際には、留学生たちは東京を拠点に革命運動
を行っているが、これも憂国の感情によるものであり、祖国の有事に対処しようという責
任感の現れでもある。また、当時の日本の場合、欧米よりも生活費が低いということがあ
る。また、これも欧米と比べればのことであるが、風俗習慣も比較的に似ている。そして、
日本語も中国語も、同じように漢字が使われているから学びやすいと考える知識人が多か
ったことにもよる。例えば、梁啓超は『日本語を学び利益を論ず』18)という文章の中で、
「日本語が話せるようになるには一年かかる。しかし、書けるようにするには半年で十分、
読めるだけでいいのなら数日で一応はでき、数ヶ月もあれば十分である」といって日本留
学を勧めている。
彼らは短期の留学生が多く、嘉納治五郎の予備校弘文学院などで、速成的日本語教育
を受けた後、各種の専門の学校へと進む。そして、彼ら留学生の目的は、決して日本の伝
統的な文化や思想を学ぶことではなく、日本を通じて西洋の近代文明を学ぶことであった。
彼らは、法学や経済学、教育学、自然科学などを主体に学んだほか、明治維新後の日本の
国家建設にも関心を持った。つまり、明治日本の国家建設は、これらの近代的学問体系を
背景としたものであり、日本の西洋化精神の現れたものに他ならないからである。中国人
留学生たちの主たる目的は日本を通じて西洋文明を学ぶことであり、さらに日本を通じて
学んだ西洋文明を中国に紹介することである。留学生たちの多くは、短期間の速成的日本
語教育を修了するや、日本書の翻訳に取り組んでいる。これらの翻訳は、日本または中国
国内で出版されており、中国国内ではちょっとした日本書の翻訳ブームが起きていたとい
う。欧米列強の脅威を感じていた中国の知識人たちは、新しい学問を学ぶことの必要性を
強く感じており、そのため留学だけでなく、むしろ留学よりも先に翻訳を必要としていた
のである 19)。
実藤恵秀の『中国人日本留学史』20)によると、当時翻訳された書物は政治、経済、哲学、
宗教、法律、歴史、地理、産業、医学、軍事、文学、芸術など、マルクスの『共産党宣言』
から川口章吾の『ハーモニカ吹奏法』まで、社会科学と自然科学のあらゆる分野にわたっ
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ている。因みに中国で最初に出版された『共産党宣言』は、日本語から重訳されたもので
ある 21)。これらの重訳書籍は合計 2600 点に上る。当時留学生たちは 1900 年に初の中国語
翻訳グループとなる「訳書彙編社」を設立、月刊誌『訳書彙編』を発行し、さらに単行本
を出版した。この出版会社で発行された書籍は日本以外の国の著書も全て日本語からの重
訳である。これはこの社の社員がすべて日本への留学生であり、他の国に留学した者がい
ないことから推測できる 22)。
ついには、日本の中学校の教科書を手当たり次第に翻訳する「教科書訳輯社」という
グループまで現れて、『遊学訳編』を出版した。さきの「訳書彙編社」が主として大学の
講義を訳していたのに対して、「教科書訳輯社」は中学校の教科書を訳している。これら
の訳書は一般の教養のために翻訳されたものでもあるが、また中国国内の学校の教科書に
充てるために訳されたものでもある。因みに「教科書」という語彙自体も、日本製の漢語
であり、この時点で日本から中国へ入ったものである 23)。
留学生の翻訳事業が起こると、それを出版するための出版社もそれぞれ特徴を備えて
きた。日本には梁啓超関係の「広智書局」、湖南留学生による「湖南編訳社」、福建留学
生による「閩学会」などがあった。中国では最大の出版社「商務印書館」も多くの訳書を
出版した。これらの多くの翻訳書によって、中国語の中に多くの日本語語彙が受容され、
中国語による文章も変化した。これらは、近代における中国語の語彙の変化、文章の変化
に大きな影響を与えたのである 24)。
(2) 和製漢語とその新造語
中国における和製漢語研究者・王彬彬の論文「現代漢語中的“外来語”問題」25)による
と、中国語の中で日本語から導入した外来語の数は驚くほど多く、統計によれば、社会科
学、人文科学などの用語のおよそ 7 割は日本語の訳語を導入したものである。それらはす
べて日本人が明治維新以降西洋の語彙を翻訳したものを、中国がそのまま導入し定着させ
たものであるという。王彬彬はその論文の末尾を次の文章で締めくくっている。
「最後に私が言いたいことは、我々が使っている西洋の概念は、基本的に日本人が
我々に代わって翻訳してくれたものであり、中国と西洋の間には永遠に日本が介在
している。」
勿論、中国でも西洋文明や先進文化を導入するに当たり、独自の翻訳を試みたことも
事実である。たとえば、具象名詞の「電話」を音訳して「徳律風」としたが、結局和製漢
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語の「電話」に取って代わられた。抽象名詞は中国人の性格から古典の中に適語を求めた
が、大量の語彙を一挙に漢訳するには時間が必要であった。そこで日本に遅れをとった清
朝は、日本の訳語をそのまま導入した。一方、日本は明治維新により中国大陸文化の束縛
から解き放たれて、自由な発想で翻訳したことが多くの優れた和製漢語を作り出したと言
える。もちろん中国の造語法に則り新しい語彙を作ったので、中国人にも違和感はなかっ
たのであった 26)。
そこで、戦前までに中国が導入した「和製漢語」にどんなものがあるのか、1984 年に
出版された高名凱・劉正埮・史有為『漢語外来詞詞典』に収録された 882 語の中から、
ごく一部代表的なものを紹介する(このような表は色々なところで例示されている 27))。
ア行 医学、意義、遺伝、印象、右翼、演説
カ行 概念、会談、会話、解放、科学、活躍、関係、幹部、観点、間接、企業、基準、義
務、客観、協会、共産主義、業務、緊張、軍国主義、警察、景気、経済、芸術、権
威、権限、原則、原理、現実、公民、講演、工業、国際、階級、気質、規則、記録、
教授、共和、具体、計画、現象、憲法、交通、綱領、交換、克服
サ行 最恵国、債権、雑誌、時間、刺激、市場、指導、支配、実権、実業、質量、資本家、
資料、社会主義、宗教、集団、重点、重工業、主観、出発点、消費、商業、情報、
承認、信号、信託、成分、制限、政策、政党、性能、積極、絶対、総合、総理、速
度、左翼、主義、侵略、生産、自由、節約、信用、思想、資本、社会、消極、条件、
世紀、精神、組織、素質
タ行 体育、体操、大局、代表、対象、立場、単位、抽象、直接、通貨収縮、通貨膨張、
哲学、電子、電波、電報、電流、電話、伝染病、展覧会、手続、取消、動員、投資、
独裁、特権、投機、知識、登記
ナ行 内容、任命、日程、年度、能率、能力
ハ行 背景、覇権、派遣、反響、反応、広場、美術、否定、服務、本質、発明、反対、分
配、分析、保障、悲観、物理、文化、文学、文明、法則、法律、保険、方針
マ行 無産階級、目的、目標、身分、民主
ヤ行 唯心論、唯物論、輸出入、要素、予算
ラ行 理想、理念、了解、領海、領空、領土、倫理、冷戦、論壇、論理学、理性、理論
中国語に与えた日本語の影響は上にあげた熟語ばかりではなく、日本製の言葉の中に
は、造語力を持つ接尾語のような語もたくさん受容して使われている。それを陳生保は詳
細に列挙しているが、その総てを紹介すると余りに煩雑になるので、各項目の例を五つぐ
中国における外来語の受容 111
- 12 -
らいに絞って紹介すると、次のようになる 28)。
化 一元化、多元化、一般化、公式化、特殊化
式 流動式、簡易式、西洋式、日本式、旧式、新式
炎 肺炎、関節炎、気管炎、皮膚炎、胃腸炎
力 生産力、消費力、想像力、労働力、記憶力、表現力
性 可能性、現実性、必然性、偶然性、伝統性、習慣性
的 歴史的、科学的、自然的、必然的、相対的、絶対的
界 文学界、芸術界、学術界、金融界、新聞界、教育界
型 新型、大型、小型、流線型、標準型
感 敏感、危機感、優越感、情感、好感、悪感
点 重点、焦点、注意点、出発点、終点、観点
観 主観、客観、悲観、人生観、世界観、楽観
線 直線、曲線、生命線、戦線、警戒線
率 効率、生産率、増長率、使用率、利率
法 弁証法、分析法、表現法、選挙法、憲法、刑法
度 進度、深度、高度、強度、力度
品 作品、芸術品、廃品、半成品、記念品
者 作者、読者、訳者、労働者、著者、工作者
作用 同化作用、光合作用、心理作用、副作用、精神作用
問題 人口問題、土地問題、社会問題、民族問題、教育問題
時代 新石器時代、青銅器時代、鉄器時代、原始時代、新時代
社会 原始社会、封建社会、社会主義社会、国際社会
主義 人道主義、自然主義、浪漫主義、現実主義、虚無主義
階級 地主階級、資産階級、農民階級、無産階級、中産階級
とは言え、中国は和製漢語をすべて導入した訳ではない。たとえば、自転車――自動
車、自動車――汽車、汽車――火車、蓄音機――留声機、呼鈴――電鈴のように(特に生
活用語の中では)独自の訳語も多いのである。またラジオ、電気アイロン、グラスのよう
なカタカナ語は収音機、電熨斗、玻璃杯のように漢訳されている。また一旦、和製漢語と
して中国に入りながら、後にいつの間にか使われなくなった言葉として、陳生保は「万年
筆」(鋼筆)、「日傘」(旱傘)、「車掌」(乗務員)、「残念」(遺憾、抱歉)、「夕方」(傍晩)、
「相場」(行市)、「手形」(票据)、「切手」(郵票)をあげている 29)。
しかしながら、先にも述べたように王彬彬は「社会・人文科学方面の名詞・用語におい
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て、実に 70 ％が日本から輸入したものである」30)と述べている。この 70 ％というのは一
部のブログなどで疑問も出たりして議論の対象になっているが、単語の割合そのものとい
うより使用頻度も考慮したものと考えればうなずけるものである。王彬彬はその「現代漢
語中的“外来語”問題」の中で面白いことを論じている。それは和製漢語の流入に当時反
対した人達がいて、西洋語訳語を巡る論争を紹介している。特に厳復は必死になって中国
古代の漢語を使って沢山の訳語を作り翻訳書を出版していた。問題はそれがその後どうな
ったかで、厳復の訳語で残ったのは「邏輯 luó ji」(英語の logic、論理)などほんの二三で、
殆どが淘汰されてしまったという。そして、圧倒的に和製漢語が残ったのはなぜかを、当
時の論争に戻って論じている。
さて、そのようにして全面的に流入した和製漢語によって、中国語がどのような変化を
遂げたかを陳生保は次のように論じている 31)。
① 中国語の語彙の複音化のテンポを早めた：中国の古文(書き言葉、日本語でいう漢文)
は、一つの文字が一つの語彙になり、語彙の複音化、つまり二つ以上の文字で一つの語を
作るのが遅れていた。しかし、中国語が現代語に脱皮するには語彙の複音化が必要だった
が、和製漢語によってそのテンポが早められた。
② 語彙の複音化によって、語義が細分化し、表現が緻密になり、正確になった：例え
ば、「行」という古文の語彙は、「行く」「走る」「行為」「行動」「行進」など一語で色々
な意味をもつ多義語だったが、現代漢語では複音化によって多くの語彙ができて、表現が
正確になった。
③ 西洋的な表現が沢山入ってきて、中国語のセンテンスが長くなった。
新語の大量導入、語彙の複音化と表現の緻密化、長文の活用によって、中国語が現代漢
語に脱皮した訳だが、和製漢語はそれを促進したのだと陳生保は論じている。
おわりに
近年日本で話題を集めた人に「ライブドア」の「ホリエモン」さんがいる。ホリエモ
ンは中国語で「活力門」（Huó Lì Mén）と音訳されたのだが、中国語で発音すると「ホ
ーリーメン」となり「ホリエモン」に近く、しかもいかにも活力に満ちている感じが出て
いて、なかなかの名訳であったと言ってよい。最近では日本のスポーツ欄の用語に傲って
完勝、惜敗、直撃、人気なども導入されている。さらに、日本のマンガ、ゲーム、音楽、
ファッション、そして日系企業の中国進出に伴って、新造語が特に若者たちの間で流行っ
ている。例を挙げると、ファミリーマート――全家、かわいい――卡哇伊、たこ焼き――
章魚小丸子、おでん――奥点・関東煮、ヤクルト――益力多、シャープ──夏普、ソニー
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──索尼、マツダ──馬自達など枚挙に暇がない。
1978 年に中国がいわゆる「新時期」に入って以来、中国語の語彙は激しく変化し、新
語が増加する一方で、外来語の数も増える一方である。特に人々の価値観には大きな変化
が見られ、流行や新しさを追う若者の心理も働いて、外来語の増加は著しい。
以上、中国における外来語の概略を述べてきたが、中国語における外来語が急増して
いる現状に比べて、外来語に関する研究や外来語辞典の編纂が遅れていることは否めない。
政府が中国語の規範化を唱えているにも関わらず、異文化交流の日常化や言語接触の多様
化及び外国語教育の普及で、外来語の受容は一層拍車がかかることが容易に想像される。
今後も、中国語の外来語の数はさらに増えるであろう。さらに、近年、新しい形の外来語
が出てきた。例えば、卡拉 OK、ATM 機、CD、DVD など英文字が混ざっているか、英文
字のままで使われるケースも増えている(特に IT 産業用語)。グローバル化の進む今日、
中国語の中にも外来語が日々たくさん入ってくる。今後とも中国語の中の外来語がどうな
っていくのか、益々注意を怠ることができない。
小論全体の分析からどういうことが言えるのか、最後にまとめておきたい。先ず第一
に、一般の中国人が思っている以上に中国語にも外来語は多く、中国も外来文化を随分積
極的に受け入れているということが第一である。その場合、それは近代のことだろうとい
うのが一般の捉え方だが、必ずしもそうでないのは、先にあげた史有為の表からもわかる
はずである。また、ここでは特に引用はしなかったけれども、これまでに紹介した高名凱
・劉正炎『現代漢語外来詞研究』の本文中には近代以前のものも多数含まれている。サン
スクリット語(梵)、ペルシャ語(波)、モンゴル語(蒙)、チベット語(蔵)、ウイグル語(維)
などからの外来語は、勿論近代以前のものである。近代だけではなく、それ以前の中国の
歴史においても、外来文化の影響は決して少なくはない。唯、総てを漢字で表現している
ため、特に長年月に渡って使用されていると、ある言葉が外来語であるという認識が(特
別な研究者を除いて)希薄になることも事実である。これが第二の特徴である。唯、著者
としては、中国もまた、他の文化と同じように、外来文化を受け入れることに決して消極
的ではなかったのだということを強調しておきたいのである32)。
註
1） 高名凱・劉正埮『現代漢語外来詞研究』中国文字改革出版社,1958 年 2 月。
(これは高名凱・劉正埮『現代中国語における外来語研究』(鳥井克之訳),＜関西大
学出版，1988 年 7 月＞として日本語にも翻訳されている。修論調査中の 2007 年では
購入可能だったが,この小論執筆の 2009 年には絶版になっていた。)
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2） 高名凱・劉正埮・史有為『漢語外来詞詞典』上海辞書出版社,1984 年 12 月。
3） 史有為『漢語外来詞』商務印書館,2000 年 1 月。
4) 鈴木義昭・王文『日本語から引ける中国語の外来語辞典』東京堂出版,2002 年 11 月,
p.310。
5) 高名凱・劉正埮,前掲書,第四章第二節。
6） 「造字」というのは,外来語を受容する際に,新たな漢字を創造して訳語に当てるこ
とである。漢字の偏と旁の組み合わせを利用して,偏によって新事物の属性を示し、
旁によって音を表すという造字法が多く用いられる。例えば,釩,鈾,氡,氖,栟などで
ある(史有為，前掲書， pp.128～ 129)。もっと気のきいた例を後の F で示す。
7) 高名凱・劉正埮，前掲書，第五章～第六章；史有為,前掲書,第四章；
鈴木義昭・王文，前掲書，pp.316 ～ 318。
8) この事例は鈴木義昭・王文,前掲書,p.317 からとった。
9) この事例も鈴木義昭・王文,前掲書,p.318 からとった。
10) ここの F の事例も鈴木義昭・王文,前掲書,p.318 からとった。
11) 史有為,前掲書,pp.162 ～ 163.
12) 高名凱・劉正埮，前掲書，第四章第二節。
13) 王立達「現代漢語従日本借来的詞彙」，中国社会科学院語言研究所『中国語文』（第 68
期），北京人民教育出版社， 1958 年。
14) 実藤恵秀『近代日中交渉史話』春秋社，1973 年， p.312。
15) 前掲書， p.342 。譚汝謙「中国語の中の日本語・補遺」は前掲書の附録にまとめられ
ている。
16) 陳生保「中国語の中の日本語」(HP「日文研」の pdf；http://www.nichibunken.ac.jp/
graphicversion/dbase/forum/text/fn091.html (2007 年 6 月 26 日所見)。この論攷は陳生保が
「日文研フォーラム」(第 91 回， 1996 年 12 月 17 日)で講演したものを原稿として纏めた
ものである。
17) HP「和製漢語と西洋東漸」；http://web.kyoto-inet.co.jp/ (2007 年 6 月 28 日所見)
18) 新民社編『清議報全編』第四巻， p.73 (上海図書館・上海科学技術情報研究所蔵）。
19) 陳力衛『和製漢語の形成とその展開』汲古書院,2001 年 2 月，第五章。
20) 実藤恵秀『中国人日本留学史』(増補版),くろしお出版,1981 年 10 月。
21) 訳者は後に上海復旦大学学長を務めた陳望道である(陳生保,前掲論文)。
22) 実藤恵秀,前掲書。
23) 同前。
24) 陳力衛，前掲書，第五章。
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25）王彬彬「現代漢語中的“外来語”問題」；http://www.zhaojun.com/youci/riyu.htm.
(2007 年 6 月 26 日所見）。元々この論文は 1998 年の『上海文学』に掲載されたもので，
上記のサイト以外にも転載されている。日本語訳まで出ている(松永英明訳が同氏の個
人的サイト「閾ペディアことのは」；http://www. kotono8.com/に掲載されている)。
26) 陳生保，前掲論文。そこで,日本人の漢語造語の方法が，中国語のどのような造語法
に叶っていたかを，陳生保は例をあげて詳しく分析している。
27) 例えば，HP「網易論壇」；http://bbs6.news.163.com/ (2007 年 11 月 27 日所見)。
28) 陳生保，前掲論文。
29) 同前。
30) 王彬彬，前掲論文。
31) 陳生保，前掲論文。
32) 本稿は修士論文の一部を，その後に入手できた資料等も追加して，発表用に書き直し
たものであるが，修士論文のときも今回の発表に際しても，日本語の修正等について
指導教員の小林路義教授(現名誉教授)のお世話になった．特記して謝意を表する．
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